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令和４年６月９日 

天龍小学校 

  

できれば中学校とも同日で実施し

たかった恒例の「お茶摘み」ですが、 

なんと！小学校と中学校では新芽の伸びが違うようで、小学校で  

は１週間後の５月１６日にようやく実施となりました。講師は熊  

谷美沙子さんと板倉恒夫さんです。１，２年生は学校の敷地にあ  

る垣根で、３年生以上は学校下にある金田さんの茶畑で茶摘みを  

行いました。熊谷さんから「一芯三葉」の講義を受け、いざ出陣。 

葉の先をよく見てみると、今年出た新芽の部分だけみどりが薄く 

ピカピカに輝いていて、そこからつまむと「ポキッ」と柔らかい、でも弾力ある手応えが感じられま   す。

低学年はその手応えを楽しみながらひとつひとつていねいにつまみ、「先生一芯三葉がとれたよ 

－」と自慢げに見せる姿もありました。一方高学年はもう慣れたもの。自分が分担している木に両手   

を伸ばし、端からどんどん摘んでボボに入れていきます。ボボがいっぱいになると、回収部隊がみん   

なの葉を集め大きなネットに入れていきました。当日はそんなに暑くもなく、とても作業がはかどり   

ました。役場の地域振興課の方々やありが隊のみなさんにも助けていただき、１時間ほどの作業で 

２２㎏の収穫があり、製茶工場で４㎏のお茶になりました。 

一休みの後、今度はエプロ  

ン、帽子、ゴム手袋をつけ手

もみ体験です。この日のために熊谷さんが専用の台を学校ま で

運んできてくださいました。自分たちが摘んだお茶の葉を、 下

からじわじわと火であぶりながらくるくる丸めていきます。 も

み方は段階や乾き方によってたくさんあるそうですが、子  ども

たちは工程に合わせてその中のいくつかを体験させてい  ただき

ました。２人ずつ順番に行ったので、ひとりがもんだ  時間は５

分程度でしたが、その中でもみるみると手触りや葉  

の形が変わっていくのを目の当たりにした子どもたちは、「葉っぱの色が変わってきた～」「温かい」 

「手がお茶のいいにおいがする」など、さまざまな感想を口にしていました。 

午後には、熊谷さんが仕上げてくださった手もみのお茶を味わ  

う会です。全校が集まって一番茶、二番茶、三番茶を順番にいた 

だきました。低い温度で渋味を出さずにゆっくりいれた一番茶  は

「甘い」「飲んだことない」の声が。熱いお湯で入れた二番 茶では

「いつもの味だ」「ちょっと渋い」「飲みやすい」、三番 茶では「こ

れが一番好きかも」などなどさまざまな感想が聞か  れました。

午後はお母さんに代わって娘の熊谷美月さんが入れ  方を教えて

くださいました。最後に水分を吸収して十分広がっ  た茶葉にポ

ン酢をかけておひたしをいただいた子どもたちはと  ても満足げ

で、まさに天龍ならではの春を満喫した１日となり  ました。熊

谷さん、板倉さんありがとうございました。 
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図書委員長 宮澤 心優さん 
私がおすすめする本は、「あやしいジュース」です。
これは中学年向けで、ゾクゾクするところはジュー
スを飲んじゃうところです。ジュースを飲んだらどう
なるでしょうか。つづきは読んでからのお楽しみで
す。ぜひ読んでみてください。 

 

副委員長 熊谷一輝さん 
ぼくがおすすめする本は「不思議駄菓子屋銭天
堂」です。この本のおすすめするところは、悩みを
抱える人たちの悩みを解決してくれるけど、結局
は自分のことは自分で解決しないといけないと教
えてくれるところです。ぜひ読んでみてください。 

  
天龍小学校では、今年度の重点項目のひとつに「読書」をあげています。これは、昨年度、子ども 

たち、保護者の方々、学校職員に向けて行った学校自己評価の中で「読書」は達成度が低かった項目   

のひとつであり、職員で話し合った結果今年度改善していこうとなったからです。また、読書は子ど   

もたちの成長や学習、習慣等に大きな影響を及ぼすと考えられており、子どもたちの生活の中に読書   

を位置づけ本に触れることが当たり前になってほしいという願いからです。天龍村の教育大綱の中に   

も「読書」は大切な項目として取り上げられていて、小学校は毎年新しい本を買うためにたくさんの   

予算をいただいていますし、子どもたちは毎年誕生日になると「バースデーブック」として自分が好   

きなを一冊買っていただけることになっています。 

ということで今回は、５月２３～２７日に行われた読書週間についてお知らせします。 
 

今年度天龍小学校では、まず毎朝読書をして、落ち着いた学校生活のは   

じまりをつくろうと、10 分間の朝読書を日課に位置づけました。時間にな 

   ると、子どもたちは図書館で借りた本や教室の中にある学級文庫を取り出 

し黙々と読んでいます。（低学年の子どもの中には音読をする子もいます）学校全体がシーンとして、   

読書にはまり込んでいる空気がとても気持ちのよいものになっています。 

 

朝読書の時間には、読書週間にかかわらず、年 間

を通して計８回村の読書ボランティアの方に読 

   み聞かせをお願いしています。平松和子さんが中 心

となって呼びかけてくださり、毎回２，３名が来校して各教室で本を読んでくださいます。今回は 

２５日の朝、遠山直代さん、遠山巳好さん、内藤有香さんの３名が来てくださり、それぞれ５年生、 

３，４年生、１，２年生に読み聞かせを行ってくださいました。読んでくださる本も、各ボランティ   ア

の方々が季節や担当学年、「こんなふうに聞いてもらいたい」という願い等に合わせて毎回選んで    くださ

っており、子どもたちにとっては、新しい本との出会いの場にもなっています。 

 

今回の読書週間に合わせ、初日

に図書委員会が全校集会を開きま  

    した。まず、委員全員で『ぎょう

れつのできるパンやさん』の劇を発表してくれました。次に、委員のみなさんの本の紹介がありまし 

た。ひとりひとりの好きな本なので、さまざまなジャンルの本があり興味をそそるものも多く、また、  

それぞれが読みたくなりそうな紹介文でした。その日から早速借りている子どももいたほどです。紹 

介された本を見てみると…最近の子どもたちには怖い本が人気のようですね。 
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図書委員 遠山藍さん 
私がおすすめする本は、「魔女ののろいアメ」です。
この本は、魔女が女の子のサキにアメを渡して、サ
キのお姉ちゃんをのろうというお話です。おもしろ
いと思うところは、サキがお姉ちゃんの悪口を１０ 
コ言うところです。おもしろくてドキドキするのでみ
なさんも読んでみてください。 

 

図書委員 熊谷奈菜美さん 
私がおすすめする本は「がんばれゆうくん１年生」で
す。なぜこの本を紹介したかというと、おもしろかっ
たからです。特にゆうくんが保育園のデブッチョに 
「お前、どこのようちえんだ？」と聞かれるところで
す。だけどゆうくんがブランコから落ちたデブッチョ 
を助けるところが好きです。理由はひとりで行動を
判断していたからです。私が１年生でもそんな考え
が思いつかないからです。ぜひ読んでください。 

 

図書委員 宮澤羽仁さん 
ぼくが紹介する本は「朝の絵本」です。朝の写真が
いっぱいあります。家と海がいっぱい出てきます。
植物も出てきます。とても楽しいです.みんなもぜひ
見てください。 

 

図書委員 橋爪憂さん 
私が紹介したい本は、「カレー地獄旅行」です。表
紙が怖そうだからこの本にしました。みちひとくん 
というお兄ちゃんはカレーに入っているにんじんが
だいきらいです。そんなみちひとくんが、カレーの世
界に入ってしまって、みちひとくんは、えんま様と会 
ってしまったのです。そのえんま様はカレー地獄の
中のえんま様です。ぜひ読んでください。 

 

読書週間中は、給食に図書館にある 

   絵本にちなんだ献立が出ます。今回

も初日から『なっとうぼうや』から納豆サラダ、『おしゃべりなたまごやき』 

からハムエッグ、『11   ぴきのねことあほうどり』からポテトコロッケ、 

『おおきなかぶ』からかぶのサラダ、『ひみつのカレーライス』からチキンカレー 

…と、毎日本の紹介と共にバラエティーに富んだおいしい給食をいただきました。  

これらの本もぜひ手に取って読んでみてください。 

 

読書週間中には、毎回元上郷図書

館長の下沢洋子先生をお呼びして、

連学年ごと子どもたちに読み聞かせ  

を行っていただいています。今回は「読書っておもしろい」というテーマで、昔から読み継がれてい   

る本を４～５冊ずつ読んでいただきました。下沢先生には、職員向けにも読書に関する講演を行って 

いただいています。詳しい内容は秋の読書旬間のところで紹  介

したいと思い ます。 

天龍小学校の図書館にはたくさんの本がそろっています。 

これらの本を、子どもたちだけでなく、多くの皆様にも 

手に取っていただきたいと考え、今後保護者の皆様、地 

域の皆様にも貸し出しを行っていきたいと思っています。  図

書館には、本を読みやすい畳スペースもあります。 

ぜひ一度小学校図書館へお立ち寄りください。 
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５月２６日、暑くもなくさわやかな気候の中、恒例の天龍ピカピカ大 

作戦が実施されました。今年度は６年生がいないので、その分５年生が 

事前学習で、下級生に実際のゴミや回収する袋を用意して分別の仕方を 

教えたり、グループごとにクイズを出して正しい分別の仕方を確認した 

りしました。また、川の上流に住んでいる私たちが何気なく捨てたプラ 

スチックゴミが、川を流れて海まで行き、マイクロチップになって海に 

住む動物が間違って食べてしまうという悪循環についても学習しました。 

当日は、１，２年生が月見大橋から和知野川キャンプ場付近、３，４年生が駅周辺から十方峡トン   

ネルを経て学校まで、５年生が羽衣崎橋から平岡ダムまでをそれぞれゴミを拾って歩きました。この   

活動では、役場建設課のみなさん、建設事務所のみなさん、ありが隊のみなさんなど多くのみなさん   

に、集めたゴミを運んでいただいたり、安全にゴミ拾いができるよう周囲の交通整理をしていただい   た

り等ご協力いただきました。ゴミを拾ったり分別したりする中で、「車が停まれる場所に細かいゴ    ミが

たくさん落ちている」などの気づきや、「村がきれいになってよかった」という思いと共に、落    ちてい

るゴミを減らすためにはどうすればいいか、自分たちはゴミを捨てないようにしよう…など、   さまざ

まな思いを持つことができました。協力していただいた皆様ありがとうございました。 
 

５月３０日（月）には、交通安全教室が行われました。  阿

南署から板倉さん、天龍村駐在所の溝口さん、交通安全  支援

センターから岩島さん、木下さん、横川さんにお越し  いただ

き、１，２年生は正しい歩行の仕方、３～５年生は  正しい自

転車の乗り方について学習しました。普段自転車  に乗り慣れ

ている子どもたちも、「正しい乗り方」になる と大苦戦。足

を使わず両手のブレーキをかけて自転車を止  める方法や、自

転車が止まったら（自転車を運転しはじめ 

るときも）左足を地面につき、右足はペダルにかけ、降りるときは左側に降りる練習を繰り返し行い ま

した。「足でも自転車は止まるじゃん」「なぜ右から降りちゃいけないの？」と、普段とは違う乗 り方に

子どもたちから口々に質問が出ますが、ケガをしないよう安全に止まるためにブレーキを使う、   後ろから

来る自動車に巻き込まれないよう降りるときは自転車の左側に降りる、など、ひとつひとつ ていねい

に教えていただきました。歩行時の左右確認や手をあげて渡ること等さまざまなルールの確 認をする

と共に、ルールを守ることは、自分が安全に生活することにつながること、特に自転車は軽 車両のた

め、道路で乗ったら責任が伴うこと等についても学習しました。 

５月２２日（日）に飯伊陸上大会があり、１年生１名、２年生４名、３年生１名、４年生１名がそ   

れぞれ短距離走に出場しました。他校の児童と対戦するのが初めての子どもも多くみんなドキドキで   

したが、練習したことを出してくることができました。練習も含め、大会参加は心身共に大きく成長   

するチャンスとなります。朝早くから会場に送迎をしてくださり応援していただいた保護者の方々を   

はじめ関係者の皆様、ご協力ありがとうございました。 


